
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

３
学
期

18

２
学
期

学年末考査 関係詞と特殊構文について出題
〇 〇 〇

○ ○ 16

期末考査 分詞と比較について出題
〇 〇 〇 ○ ○ 〇 1

Lesson10,6,7 分詞と比較
【知識及び技能】分詞と比較の用法
を理解する【思考力、判断力、表現
力等】自分の考えを相手にわかりや
すく伝える【学びに向かう力、人間
性等】クラスメートと積極的に英語
でやりとりする

・分詞と比較
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている

○

○ ○ 16

中間考査 動名詞と不定詞について出題
〇 〇 〇 ○ ○ 〇 1

○

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている

○

Lesson8,9 動名詞と不定詞
【知識及び技能】　動名詞と不定詞
の用法を理解する【思考力、判断
力、表現力等】自分の考えを相手に
わかりやすく伝える【学びに向かう
力、人間性等】クラスメートと積極
的に英語でやりとりする

・動名詞と不定詞
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている ○ ○ ○

合
計

78

Lesson11,14 関係詞と特殊構文
【知識及び技能】関係詞と特殊構文
の用法を理解する【思考力、判断
力、表現力等】自分の考えを相手に
わかりやすく伝える【学びに向かう
力、人間性等】クラスメートと積極
的に英語でやりとりする

・関係詞と特殊構文
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ 〇 1

○ ○ 〇 1
期末考査 助動詞、完了形、態について出題

〇 〇

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている

○ ○ ○ 16

Lesson3,4,5
【知識及び技能】助動詞、完了形、
受動態の用法を理解する【思考力、
判断力、表現力等】自分の考えを相
手にわかりやすく伝える【学びに向
かう力、人間性等】クラスメートと
積極的に英語でやりとりする

・助動詞、完了形、受動態
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ 〇 1中間考査 仮定法、動詞と時制について出題
〇 〇

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている

○ ○ ○ 4

Lesson1,2,動詞と時制
【知識及び技能】　現在、過去、未
来、進行形の用法を理解する【思考
力、判断力、表現力等】　自分の考
えを相手にわかりやすく伝える【学
びに向かう力、人間性等】クラス
メートと積極的に英語でやりとりす
る

・動詞と時制
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

・授業態度、取り組み、課題の提出などを
総合的に評価する。
・文法事項を理解しそれを使用して問題演
習をし、読む、書く、聞く、話すの４技能
の育成につなげている ○ ○ ○ 4
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Lesson13
【知識及び技能】仮定法の用法を理
解する【思考力、判断力、表現力
等】自分の考えを相手にわかりやす
く伝える【学びに向かう力、人間性
等】クラスメートと積極的に英語で
やりとりする

・仮定法
・アプローズ論理表現Ⅱ、エバーグ
リーン２５レッスン
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

〇

○

〇

論理表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

基礎的な知識や技能を確実に習得し、それら
の知識や技能を目的や場面、状況に応じて活用
する。

「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」
「書くこと」を中心とした発信能力の育成を
強化し、特に論理的に表現する能力を育成する。

コミュニケーション活動や体験を通して、他
を受け入れ、個人の価値を尊重することので
きる豊かな心を育成し、自分の考えや自分た
ちの文化を外に発信していける力を培える。

開隆堂　アプローズ論理表現Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解した
り，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して，
情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成する。

「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の３領域を中心とした基礎的・基本的な知識・技能を習得する。

（1,2組：杉田） （3,6,8組：渡邊） （4,7組：佐藤） （5組：中川）

外国語 論理表現Ⅱ
外国語 論理表現Ⅱ 2


